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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成25年3月14日(2013.3.14)

【公開番号】特開2011-196932(P2011-196932A)
【公開日】平成23年10月6日(2011.10.6)
【年通号数】公開・登録公報2011-040
【出願番号】特願2010-66472(P2010-66472)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｒ  35/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｒ  27/02     (2006.01)
   Ｈ０５Ｈ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０５Ｈ   1/46     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｒ  35/00    　　　Ｊ
   Ｇ０１Ｒ  27/02    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｒ  35/00    　　　Ｅ
   Ｈ０５Ｈ   1/00    　　　Ａ
   Ｈ０５Ｈ   1/46    　　　Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成25年1月25日(2013.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】

【数１】

【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明の第１の側面によって提供される校正方法は、プラズマ処理装置を含む負荷とこ
の負荷に高周波電力を供給する高周波電源装置との間に接続されて、当該接続点における
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高周波電圧および高周波電流を検出し、検出された電圧値と電流値とに基づいて、当該接
続点から負荷側を見たインピーダンスを算出する高周波測定装置の前記電圧値と電流値の
校正方法であって、第１の３つの基準負荷に前記高周波測定装置を接続した時に算出され
たインピーダンスと前記第１の３つの基準負荷のインピーダンスとに基づいて、前記電圧
値と電流値とを校正するための第１のパラメータを算出して、前記高周波測定装置に設定
する第１の工程と、前記高周波測定装置を測定対象の負荷に接続してプラズマ処理を行い
、検出された電圧値と電流値とを前記第１のパラメータを用いて校正し、当該校正後の電
圧値と電流値とに基づいて、接続点から負荷側を見たインピーダンスを算出する第２の工
程と、スミスチャート上で表示した場合に、前記第２の工程で算出されたインピーダンス
を含み、かつ、前記第１の３つの基準負荷のインピーダンスによって囲まれる範囲より狭
い範囲を囲むことになる３つのインピーダンスを決定する第３の工程と、前記３つのイン
ピーダンスをそれぞれ有する第２の３つの基準負荷に前記高周波測定装置を接続した時に
算出されたインピーダンスと前記第２の３つの基準負荷のインピーダンスとに基づいて、
前記第１のパラメータを用いて校正された電圧値と電流値とをさらに校正するための第２
のパラメータを算出して、前記高周波測定装置に設定する第４の工程と、前記高周波測定
装置を前記測定対象の負荷に接続して、検出された電圧値と電流値とを前記第１のパラメ
ータおよび第２のパラメータを用いて校正する第５の工程とを備えている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明の好ましい実施の形態においては、前記第５の工程によって校正された電圧値と
電流値とに基づいて、接続点から負荷側を見たインピーダンスを算出する第６の工程と、
スミスチャート上で表示した場合に、前記第６の工程で算出されたインピーダンスを含み
、かつ、前記第２の３つの基準負荷のインピーダンスによって囲まれる範囲より狭い範囲
を囲むことになる３つのインピーダンスを決定する第７の工程と、前記第７の工程によっ
て決定された３つのインピーダンスをそれぞれ有する第３の３つの基準負荷に前記高周波
測定装置を接続した時に算出されたインピーダンスと前記第３の３つの基準負荷のインピ
ーダンスとに基づいて、前記第１のパラメータおよび第２のパラメータを用いて校正され
た電圧値と電流値とをさらに校正するための第３のパラメータを算出して、前記高周波測
定装置に設定する第８の工程と、前記高周波測定装置を前記測定対象の負荷に接続して、
検出された電圧値と電流値とを前記第１のパラメータ、第２のパラメータ、および第３の
パラメータを用いて校正する第９の工程とをさらに備えている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
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【数２】

【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
【数３】

【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　プラズマ処理装置を含む負荷とこの負荷に高周波電力を供給する高周波電源装置との間
に接続されて、当該接続点における高周波電圧および高周波電流を検出し、検出された電
圧値と電流値とに基づいて、当該接続点から負荷側を見たインピーダンスを算出する高周
波測定装置の前記電圧値と電流値の校正方法であって、
　第１の３つの基準負荷に前記高周波測定装置を接続した時に算出されたインピーダンス
と前記第１の３つの基準負荷のインピーダンスとに基づいて、前記電圧値と電流値とを校
正するための第１のパラメータを算出して、前記高周波測定装置に設定する第１の工程と
、
　前記高周波測定装置を測定対象の負荷に接続してプラズマ処理を行い、検出された電圧
値と電流値とを前記第１のパラメータを用いて校正し、当該校正後の電圧値と電流値とに
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基づいて、接続点から負荷側を見たインピーダンスを算出する第２の工程と、
　スミスチャート上で表示した場合に、前記第２の工程で算出されたインピーダンスを含
み、かつ、前記第１の３つの基準負荷のインピーダンスによって囲まれる範囲より狭い範
囲を囲むことになる３つのインピーダンスを決定する第３の工程と、
　前記３つのインピーダンスをそれぞれ有する第２の３つの基準負荷に前記高周波測定装
置を接続した時に算出されたインピーダンスと前記第２の３つの基準負荷のインピーダン
スとに基づいて、前記第１のパラメータを用いて校正された電圧値と電流値とをさらに校
正するための第２のパラメータを算出して、前記高周波測定装置に設定する第４の工程と
、
　前記高周波測定装置を前記測定対象の負荷に接続して、検出された電圧値と電流値とを
前記第１のパラメータおよび第２のパラメータを用いて校正する第５の工程と、
を備えている校正方法。
【手続補正７】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　前記第５の工程によって校正された電圧値と電流値とに基づいて、接続点から負荷側を
見たインピーダンスを算出する第６の工程と、
　スミスチャート上で表示した場合に、前記第６の工程で算出されたインピーダンスを含
み、かつ、前記第２の３つの基準負荷のインピーダンスによって囲まれる範囲より狭い範
囲を囲むことになる３つのインピーダンスを決定する第７の工程と、
　前記第７の工程によって決定された３つのインピーダンスをそれぞれ有する第３の３つ
の基準負荷に前記高周波測定装置を接続した時に算出されたインピーダンスと前記第３の
３つの基準負荷のインピーダンスとに基づいて、前記第１のパラメータおよび第２のパラ
メータを用いて校正された電圧値と電流値とをさらに校正するための第３のパラメータを
算出して、前記高周波測定装置に設定する第８の工程と、
　前記高周波測定装置を前記測定対象の負荷に接続して、検出された電圧値と電流値とを
前記第１のパラメータ、第２のパラメータ、および第３のパラメータを用いて校正する第
９の工程と、
をさらに備えている、請求項１に記載の校正方法。
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